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複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 す るKW-1070の 使 用 経 験

千 種 一 郎 ・柳 川 真 ・山 崎 義 久 ・多 田 茂

三童大学医学部泌尿器科学教室

複雑性尿路感染症 の20例 にKW-1070(fortimicin)を1日300mg×2.5日 間連続投与 し,臨 床効

果 を検討 した。

1) 総合臨床効果は20例 中著効6例,有 効7例,無 効7例 で65%の 有効率 であ った。

2) 細菌学的効果はE.coli,Serratia属,Proteus属 に100%,Pseudomonas属 に40%の 陰

性化 率を示 した。

3) 疾患病態群別効果は第3群 で7例 中4例(57.1%),第4群 で13例 中9例(69.2%)の 有効

率を示 した。

4) 副作用は20例 中2例 に見 られ,1例 はGOT,GPT,A1-Pの 軽度 の上昇,他 の1例 はBUN,

creatinineの 軽度 の上昇を見たが,投 与後数 日間で正常に復 した。

今回われわれは本邦で開発 中のaminoglycoside系 抗

生剤KW-10701～7)を 複雑性尿路感染症に使 用 し,そ の

臨床効果を検討 した。

1. 対 象

昭和55年4月 よ り11月 までに三重大学医学部 附属

病院泌尿器科に入院 した患者 の うちで尿路に基礎疾患 を

有する尿路感染症20例 を対象 と した。年齢は20～89

歳で,平 均59歳 であ った。 性別 は男14例,女6例 で

あった。 感染症は膀胱炎13例,腎 孟腎炎7例 で あ っ

た。

II. 投 与 方 法

1回300mgを1日2回 筋注,5日 間計3000mgを 使

用した。

III. 効 果 判 定

UTI薬 効評価基準(第2版)8)に 従 った。

IV. 成 績

複雑性尿路感染症20例 につ いての症例一覧をTable

1に示 した。

1) 細菌学的効果

20例 の患者 より分離同定 された菌株 はE.coli 2株,

Serratia属5株 ,Pseudomonas属5株,Proteus属

3株,Staphylococcus属3株,S.faecalis 1株,K.

pneumoniae 1株 であった。

細菌学的効果はTable2に 示 した よ うに,E.coli,

Serratia属,Proteus属 には各 々100%の 陰性化を示

したが,Pseudomonas属 には40%の 陰性化 であった。

投与後出現菌 は9株 であ り,Pseudomonas属 の出現が

目立った。

2) 疾患病態別効果

疾患病態群別効果はTable3に 示 したご とく第3群 は

7例 中4例(57.1%),第4群 で13例 中9例(69.2%)

に有効 であった。

3) 総合臨床効果

膿尿 と細菌尿を指標 とし総合臨床効果を検討 した とこ

ろ,細 菌 尿陰性化 と膿尿正常化 の著効例6例,細 菌尿菌

交代で膿尿が正常化あ るいは改善 の6例 と細菌 尿陰性化

で膿尿不変 の1例 計7例 の有効例が見 られ,そ の総合臨

床効果 は65%(13/20例)で あ った(Table4)。

4) 副作用

KW-1070投 与20例 中,1例 にGOT,GPT,A1-Pの

軽度上昇を認 めたが,5日 間使用後約1週 間で正常 に復

した。他の1例 にBUN,creatinineの 軽度上昇を認め

たが投薬終 了後3日 目に下 降 した。本剤 との関係はいず

れ も断定で きなか った。他の症例 においては投与前後 に

おけ るLaboratorydataは 異常値を示す ものはなか っ

た(Table5)。

V. 考 察

抗生剤 におけるaminoglycoside系 抗生剤 は,pe総i-

cillin,cephalosporin系 抗生剤 とともにその 歴史 は長

く,SM,KM,GMは それ ぞれ 一時代 を築 い て きた。

aminoglycoside系 抗生剤 は抗菌 スペ クトラムが広 く,

臨床的に も広 く用い られているが,腎 ならびに第8脳 神

経に対する毒性があ るため,お のず と使 用 制 限 が 加 わ

り,使 用に際 して慎重な態度が望 まれ て い る。 近年,

cephalosporin系 の薬剤が好んで使用 されて きたため,

Serratia属,Pseudomonas属 などの耐性弱毒菌 の出現

が 目立ち,加 え て 尿路感染症 に お け るProteus属,

Klebsiella属 などの耐性菌は相変わ らず か な りの 頻度
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Table 2 Bacteriological response to KW-1070
in complicated U.T.I.

Table 3 Overall clinical efficacy of KW-1070 classified by type of infection

で見られ,治 療に悩まされ る症例は多い。

今回使用 したKW-1070はaminoglycoside系 抗 生

剤で,複 雑性尿路感染症20例 に使用 した結果 において

はSerratia属,Proteus属 に対 しては100%の 陰性

化率を示 したが,Pseudomonas属 には40%の 陰性化

率であった。印象 としては他 のaminoglycoside系 抗生

剤よりPseudomonas属 に対 してはやや効果 が 弱 い 感

じを受けたが,症 例 の基礎疾患の異な りも加味 して評価

する必要があ り,症 例数を増せば有効 率もも う少 し上昇

するであろ うと考 えられ る。なお,本 剤投与 の結果,菌

交代が9例(9株)に 見 られ,う ち7株(77.8%)がPseu-

domonas属 であ ったこ とが 目立 った現象であ った 。しか

し,全 体 と して65%の 有効率を示 した ことは本剤 の有

用性 を示す ものと考え られる。副作用は2例 に認 め られ

たが,本 剤 との直接の関連性 に関 しては断言で きない。
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Table 4 Overall clinical efficacy of KW-1070 in complicated U.T.I.
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EXPERIENCE WITH KW-1070 IN THE TREATMENT

OF COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

ICHIRO CHIGUSA, MAKOTO YANAGAWA, YOSHIHISA

YAMASAKI and SHIGERU TADA

Department of Urology, Mie Univerity School of Medicine

 1) KW-1070 was administered to 20 patients with complicated urinary tract infections for 5 days

at a daily dosage of 600 mg (300mg •~ 2).

 2) The clinical effects of KW-1070 were excellent in 6 cases, moderate in 7 cases and poor in 7

cases. The efficacy rate was 65%.

 3) Bacteriological efficacy was 100% against E. coli, Serratia, and Proteus, and 40% against

Pseudomonas.

4) The efficacy in urinary tract infections was 57% (4/7) in Group 3 and 69% (9/13) in Group 4.

5) As for the side effects, a slight increase of GOT, GPT and Al-P and slight increase of BUN and

creatinine were observed in 2 of the 20 cases. However, two cases recovered normally a few days

after administration.

Table 5 Laboratory findings before and after the therapy with KW-1070

B : Before A : After


